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北
　
区

　

◇
㈱
サ
ト
ウ
メ
ガ
ネ

　

今
人
気
の
ブ
ラ
ン
ド
フ
レ
ー

ム
を
充
実
の
品
揃
え
で
オ
ス
ス

メ
！
フ
レ
ー
ム
30
％
〜
50
％
引

き
。
レ
ン
ズ
半
額
（
一
部
除
外

品
有
り
）。
高
い
技
術
力
と
最

新
の
設
備
で
、
あ
な
た
に
合
っ

た
メ
ガ
ネ
を
、
責
任
を
持
っ
て

お
作
り
い
た
し
ま
す
。
北
大
路

通
堀
川
東
入
北
側
。
☎
（
４
９

３
）
３
０
１
７
。

　

◇
㈱
京
食

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
元
気
に
楽

し
く
！
」
を
実
現
で
き
る
グ
ッ

ズ
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

【
グ
リ
ッ
プ
チ
ュ
ー
ブ
】
簡
単

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
運
動
不
足
の

解
消
を
！

 

【
洗
え
る
エ
チ
ケ
ッ
ト
扇
子
】

　

透
明
扇
子
は

表
情
も
見
え
て

雅
な
会
食
が
実

現
♪

 

各
５
５
０
円
（
税
込
）
＋
送
料

北
区
上
賀
茂
東
後
藤
町
51 

｜ 

26
、
☎
０
７
５
｜
７
２
１
｜
１

２
１
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
５
｜
７

２
１
｜
２
９
８
５
。

　
中
京
区

　
◇
㈱
公
益
社

　

基
本
葬
儀
料
金
の
12
％
割
引

（
※
但
し
、
基
本
葬
儀
料
金
28

万
円
（
税
抜
）
未
満
、
お
よ
び

家
族
葬
プ
ラ
ン
・
火
葬
プ
ラ

ン
・
そ
の
他
各
種
規
格
葬
儀
に

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ご
依
頼
の
時
ま
た
は
打
ち
合

わ
せ
の
時
ま
で
に
会
員
様
で
あ

る
事
を
お
伝
え
下
さ
い
。
烏
丸

通
六
角
上
ル
（
本
社
）。
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
｜
０
０

４
｜
２
０
０
。　

　
下
京
区

　

◇
㈱
日
本
ト
リ
ム

　
　

京
都
営
業
所

　

あ
ふ
れ
る
健
康
の
水
。
還
元

水
で
み
ず
み
ず
し
い
生
活
を
。

電
解
還
元
水
整
水
器
説
明
会
の

時
の
み
25
％
引
き
。
西
堀
川
高

辻
上
ル
ア
ス
テ
イ
京
都
ビ
ル
４

階
。
☎（
８
４
２
）２
１
７
１
。

　
東
山
区

　

◇
総
本
家 

肉
の
大
橋
亭

　

牛
肉
、
豚
肉
、
ハ
ム
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
、
家
庭
向
き
デ
リ
カ
商

品
（
ギ
フ
ト
を
含
む
）
10
％
引

き
。
松
原
通
大
和
大
路
西
入
。

☎
（
５
４
１
）
１
１
８
６
。

　
西
京
区

　

◇
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
　

塚
本

　

①
リ
ク
シ
ル
製
品
（
一
部
商

品
除
く
）
30
％
引
き
か
ら
②
リ

ン
ナ
イ
給
湯
器
及
び
ノ
ー
リ
ツ

給
湯
器
本
体
価
格
の
半
額
（
取

付
工
事
費
及
び
一
部
商
品
適
応

外
）
③
リ
ン
ナ
イ
ホ
ー
ロ
ー
ト

ッ
プ
コ
ン
ロ
定
価
７
１
８
０
０

円
〈
ビ
ル
ト
イ
ン
コ
ン
ロ
〉
３

６
０
０
０
円
（
取
付
工
事
費
別

途
）
④
屋
根
・
外
壁
塗
装
工
事
・

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
総
額
よ
り
５

％
引
き
。
主
婦
目
線
で
ご
提

案
・
施
工
致
し
ま
す
。
牛
ヶ
瀬

西
柿
町
35
。
☎
（
３
９
２
）
０

４
６
４
。

　
◇�

市
川
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ

ク
研
究
所

　

糖
質
制
限
食
で
糖
尿
病
薬
や
イ

ン
ス
リ
ン
注
射
が
不
要
に
な
っ
た

り
、
や
せ
て
血
圧
も
下
っ
た
人
に

対
し
て
「
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
る

べ
き
」
と
い
う
大
合
唱
が
起
こ
り

ま
す
。
こ
れ
は
２
０
０
５
年
に
厚

労
省
と
農
林
水
産
省
が
日
本
人
の

平
均
的
な
食
事
を
調
査
し
て
「
バ

ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
と
名
付
け
た
か

ら
で
す
。
私
は
こ
の
平
均
的
な
食

事
が
３
人
に
１
人
が
糖
尿
病
で
あ

る
原
因
と
確
信
し
拙
宅
台
所
で
糖

質
制
限
食
の
教

室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
会
員

優
待
25
％
オ
フ
。

　
伏
見
区

　

◇
春
日
野
住
宅

　

セ
キ
ス
イ
、
タ
カ
ラ
、
サ
ン
ウ

エ
ー
ブ
、
Ｙ
Ｋ
Ｋ
サ
ッ
シ
20
～
50

％
引
き
、
増
改
築
工
事
額
15
～
25

％
引
き
。
ユ
ニ
ッ
ト
洗
面
化
粧
台

特
別
価
格
（
75
㌢
㍍
タ
イ
プ
３
万

８
千
円
、
60
㌢
㍍
タ
イ
プ
３
万
４

千
円
）。
醍
醐
新
開
１
。
☎
（
５
７

１
）
８
１
６
６
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
０
１
２
０
―
４
０
６
０
３
５
。

カ
ル
チ
ャ
ー
を
止
め
ま
す
と
書
い
て
投
函
の
ポ
ト
ン
と
い
う
音
耳
朶
に
残

り
ぬ�

伏
見
区　
森
田　
育
子

首
竦
め
て
見
上
げ
る
木
の
芽
ふ
っ
く
ら
と
気
の
所
為
か
な
と
同
意
求
め
る

�

北　
区　
上
田　
澄
江

初
天
神
に
合
格
祈
願
の
絵
馬
多
く
受
験
生
へ
の
日
和
を
願
う

�
西
京
区　
藤
河　
葉
子

俳
　
句
　
　
松
家
　
雅
子 
選
　

秀 

逸

寄
せ
植
の
色
合
わ
せ
す
る
春
隣�

伏
見
区　
佐
々
木
孝
子

評
　
春
は
花
屋
さ
ん
か
ら
や
っ
て
来
る
よ
う
。
と
り
ど
り
の
花
色
を
選

び
楽
し
ん
で
組
み
合
わ
せ
を
し
て
い
る
作
者
。
も
う
そ
こ
に
春
が
来
て

い
る
。

修
復
の
足
場
外
さ
れ
寺
の
春�

下
京
区　
永
田　
幸
子

評
　
囲
ま
れ
て
い
た
足
場
も
す
っ
か
り
取
り
除
か
れ
、
一
気
に
美
し
く

な
っ
た
寺
が
現
れ
た
。
日
毎
日
差
し
も
明
る
く
な
り
、
寺
は
春
の
よ
う

に
な
っ
た
。

雪
上
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
る
靴
の
跡�

北　
区　
上
田　
澄
江

評
　
靴
跡
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
と
は
楽
し
い
表
現
。
雪
上
な
ら
で
は
発
見
で

き
な
い
こ
と
で
、
見
逃
さ
ず
写
生
が
良
く
効
い
て
い
る
。

冠
雪
の
比
叡
の
英
姿
淑
気
め
き�

左
京
区　
平
田　
千
鶴

評
　
比
叡
山
も
季
節
・
天
候
に
よ
り
様
々
な
表
情
を
み
せ
て
く
れ
る
。

お
正
月
な
ら
で
は
の
姿
の
表
現
が
的
確
で
あ
る
。

ま
な
板
に
刻
む
若
菜
や
母
偲
ぶ�

西
京
区　
中
川
千
恵
子

評
　
ご
自
身
の
厨
で
の
作
業
に
、
お
母
様
の
姿
を
思
い
出
さ
れ
た
。
七

種
の
若
菜
が
瑞
々
し
く
香
り
立
つ
。

佳 

作

粉
雪
や
猫
の
足
跡
追
っ
て
行
く�

下
京
区　
戸
田
恵
美
子

寒
明
け
や
つ
る
り
と
剥
け
し
ゆ
で
玉
子�

伏
見
区　
西
田　
定
江

黙
読
に
睡
魔
の
誘
う
置
き
炬
燵�

北　
区　
谷
口　
時
恵

沈
丁
の
花
の
数
よ
り
香
り
百�

伏
見
区　
多
田
キ
ヨ
子

春
陽
が
背
に
新
入
り
の
ガ
ー
ド
マ
ン�

下
京
区　
木
村　
は
る

短
　
歌
　
　
英
保
　
志
郎 

選

秀 

逸

亡つ
ま夫
の
唄
う
貝
殻
節
に
お
て
も
や
ん
皆
聞
き
入
り
し
正
月
な
り
き

�

伏
見
区　
吉
岡
百
合
子

評
　
正
月
に
は
い
つ
も
得
意
顔
で
家
族
に
、十
八
番
の「
貝
殻
節
」や「
お

て
も
や
ん
」
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
亡
夫
。
新
年
を
迎
え
る
度
に
、
賑
や

か
で
楽
し
か
っ
た
日
々
が
思
い
出
さ
れ
る
。

ボ
ー
リ
ン
グ
の
ピ
ン
の
ご
と
く
に
す
っ
き
り
と
白
鷺
一
羽
枯
れ
畑
に
立
つ

�

伏
見
区　
佐
々
木
孝
子

評
　
穫
り
入
れ
も
終
わ
っ
た
冬
の
枯
れ
畑
に
、
す
っ
く
と
立
っ
て
い
る

白
鷺
。
孤
高
な
る
気
高
さ
や
気
品
を
感
じ
ま
す
。

寒
行
の
法
螺
貝
に
怯
え
愛
犬
は
尻
尾
を
垂
れ
て
小
屋
で
遠
吠
え

�

北　
区　
川
勝
冨
士
江

評
　
法
螺
貝
に
怯
え
る
愛
犬
の
愛
ら
し
い
姿
。
下
の
句
の
描
写
に
臆
病

な
様
が
描
か
れ
、
思
わ
ず
微
笑
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

第
六
波
と
寒
気
の
中
に
春
を
呼
ぶ
菜
の
花
咲
き
て
平
安
祈
る

�

下
京
区　
吉
田　
民
子

評
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
と
う
と
う
第
六
波
に
突
入
。
コ

ロ
ナ
と
寒
波
と
い
う
厳
し
い
冬
と
な
り
ま
し
た
が
、
菜
の
花
は
明
る
い

春
を
予
祝
す
る
か
の
よ
う
に
咲
い
て
い
ま
す
。

今
日
も
ま
た
猫
を
相
手
に
一
日
を
な
つ
か
し
き
友
の
夢
で
も
見
た
い

�

伏
見
区　
品
川　
し
ま

評
　
毎
日
を
猫
と
の
ん
び
り
暮
ら
す
、作
者
の
生
活
ぶ
り
の
窺
え
る
作
。

佳
作

年
賀
状
の
切
手
が
当
た
り
嬉
し
い
と
の
電
話
に
私
も
バ
ン
ザ
イ
叫
ぶ

�

下
京
区　
瀬
川　
禮
子

残
り
豆
炊
い
た
と
友
よ
り
届
け
ら
る
五
十
年
を
続
く
友
情

�

下
京
区　
永
田　
幸
子

枕
辺
に
今
朝
も
立
ち
た
る
亡
き
夫
の
思
ひ
を
聞
か
む
十
七
回
忌

�

上
京
区　
滝
井　
信
子

ど
ん
ど
焼
き
寅
の
字
高
く
う
ね
り
お
り�

山
科
区　
松
永
コ
マ
ツ

雀
の
子
小
枝
で
遊
ぶ
窓
の
外�

上
京
区　
松
下　
佳
子

初
虹
や
山
か
ら
ビ
ル
へ
京
の
町�

下
京
区　
中
田　
福
子

蹲
に
椿
一
輪
そ
の
真
っ
赤�

伏
見
区　
加
藤　
正
美

水
仙
の
風
に
吹
か
れ
て
小
さ
き
花�

西
京
区　
藤
河　
葉
子

評
　「
粉
雪
や
」
＝
粉
雪
と
猫
の
動
き
「
寒
明
け
や
」
＝
寒
明
け
と
ゆ
で

玉
子
の
取
合
わ
せ
の
面
白
さ
「
黙
読
に
」
＝
誰
し
も
の
経
験
　
　
何
れ

も
佳
句
と
な
っ
た
。

入 

選

節
分
の
鬼
の
顔
に
も
時
代
が
見
え�

西
京
区　
高
嶋
栄
美
子

旅
心
余
生
艶
や
か
室
の
花�

伏
見
区　
木
村　
富
子

出
勤
や
蝋
梅
の
香
を
マ
ス
ク
越
し�

下
京
区　
吉
田　
民
子

雪
だ
る
ま
舗
装
な
き
日
を
懐
か
し
む�

上
京
区　
滝
井　
信
子

マ
ス
ク
し
て
味
わ
い
集
う
小
正
月�

西
京
区　
冨
山　
律
子

冬
の
月
他
愛
な
い
話
し
三
姉
妹�

伏
見
区　
浅
野　
勢
子

雪
を
積
み
行
き
交
う
車
お
も
ち
ゃ
箱�

上
京
区　
市
原
美
枝
子

読
み
初
め
の
「
窓
」
欄
に
オ
ー
マ
イ
ガ
ッ
ト　

�

北　
区　
川
勝
冨
士
江

父
忌
黄
梅
咲
き
て
澄
む
る
朝�

伏
見
区　
北
條　
快
枝

凍
て
る
雪
ペ
ン
ギ
ン
歩
き
を
ゆ
っ
く
り
と　

�

下
京
区　
瀬
川　
禮
子

庭
の
柚
子
毎
日
か
ぞ
へ
惚
け
防
止�

伏
見
区　
品
川　
し
ま

総
評
　
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
に
わ
た
り
収
束
が
ま
だ
見
え
ず
、
吟
行
も
ま
ま

な
り
ま
せ
ん
。
が
、
ほ
ん
の
近
く
の
庭
先
や
窓
の
外
の
景
色
、
部
屋
を
見

回
す
と
何
か
発
見
が
あ
り
ま
す
。ま
た
春
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

季
語
も
明
る
く
楽
し
い
言
葉
を
選
び
、
こ
と
ば
遊
び
を
致
し
ま
し
ょ
う
。

◇

 

ご
注
意 

締
切
日
が
早
く
な
り
ま
し
た
！！

　
３
月
４
日
（
金
）
正
午
締
め
切
り　

左
記
事
務
局
に
届
く
よ
う
投
函
し

て
下
さ
い
。
応
募
は
必
ず
葉
書
で
。「
短
歌
」「
俳
句
」の
別
を
明
示
し
て
、

３
首
あ
る
い
は
３
句
。
俳
句
は
当
季
雑
詠
で
す
。

　
〒
６
０
４
―
０
９
４
１　
京
都
市
中
京
区
御
池
通
御
幸
町
西
入
ル
亀
屋

町
３
７
０
―
１
サ
ン
ル
ミ
御
池
ビ
ル
５
階　
京
都
市
地
域
女
性
連
合
会

「
短
歌
」
ま
た
は
「
俳
句
」
係
ま
で
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
忘
れ

ず
に
お
書
き
下
さ
い
。

女性短歌・女性俳句

ご利用下さい！

京都女性会
協力店

｢京都女性｣ に
広告を出しませんか？

　京都市地域女性連合会では、本紙に広告を出稿してくださる企
業団体や店舗を募集しています。また、この頁に掲載している「京
都女性会協力店」の新たな推薦店もお待ちしています。
　詳しくは、当会事務局（☎257-8118）までお問い合わせください。

タテのカギ

ヨコのカギ

２　�言葉を集めて、一定の順序に配列
し、発音・表記・意味・用法など
を説明した本。

３　��天気図記号で黒丸は何を意味するか。
４　�子どもの成長に伴って、親がその
自主性を尊重するようになること。

５　�天球は回転の軸となる線がある。
この線を何というか。

６　�塩水でおおわれた場所。水がたく
さんある場所。

８　�次の苗字を何と読むか。「鴇」　� �
特に多い都道府県（宮崎、宮城）

１　�地球がもっている磁石としての性質。また、それによって生じる磁場。
４　��稲の実から、もみがらを取り除いたもの。日本人の主食。
５　�次の苗字を何と読むか。「丁場」特に多い都道府県（富山）
７　�船が安全に停泊し、乗客の乗降や貨物の積み下ろしなどができるように整えた所。
９　�植物の花や葉を支える部分。
10　�最も陸地近くに堆積するのは次のうちどれか。「砂、れき、泥」

1 2 3

4

B
5 6

A
7

C

8

9 10

クロスワードパズル

答え

タテ、ヨコのカギをヒントに解きます。A〜Cのマスの文字を並べてできる
言葉が答えです。� 提供元／クロスワード.jp
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近
頃
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と

い
う
言
葉
を
あ
ち
こ
ち
で
見

聞
き
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
Ｓ
ｕ

ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｄ

ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ 

Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
の
略
称
で
す
。

２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
社

会
共
通
の
目
標
と
し
て
、
２

０
１
５
年
９
月
の
国
連
サ
ミ

ッ
ト
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

持
続
可
能
な
世
界
を
実
現
す

る
た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル
・
１

６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

中
に
タ
バ
コ
に
関
す
る
項
目

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
タ
バ
コ

が
原
因
で
死
亡
し
て
い
る
人

は
、
世
界
で
年
間
約
８
０
０

万
人
以
上
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
を
一

変
さ
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
死
亡
し
た
人

は
２
０
２
２
年
３
月
時
点
で

６
０
０
万
人
、
こ
れ
を
大
き

く
上
回
る
数
の
人
が
毎
年
タ

バ
コ
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
こ
の
由
々
し

き
事
態
に
対
し
、
世
界
各
国

が
力
を
合
わ
せ
て
タ
バ
コ
対

策
を
行
う
た
め
２
０
０
５
年

に
発
効
さ
れ
た
の
が
、「
た

ば
こ
の
規
制
に
関
す
る
世
界

保
健
機
関
枠
組
条
約
（
Ｆ
Ｃ

Ｔ
Ｃ
）」
で
す
。
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ

で
は
、
受
動
喫
煙
の
防
止
、

禁
煙
支
援
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

画
像
警
告
表
示
、
タ
バ
コ
広

告
や
販
売
促
進
の
禁
止
、
タ

バ
コ
の
増
税
が
主
な
対
策
と

し
て
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
３
「
あ
ら

ゆ
る
年
齢
の
す
べ
て
の
人
々

の
健
康
的
な
生
活
を
確
保

し
、
福
祉
を
推
進
す
る
」
こ

と
の
具
体
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

３
・
ａ
と
し
て
、「
す
べ
て

の
国
々
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｃ
Ｔ

Ｃ
の
実
施
を
適
宜
強
化
す

る
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る

の
は
当
然
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
タ
バ
コ
の
関

連
は
目
標
３
の
健
康
や
福
祉

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
タ

バ
コ
は
貧
困
や
格
差
と
も
密

接
な
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
低
所
得
層
や
低
学

歴
層
で
喫
煙
率
が
高
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
外
国
で
は
タ
バ

コ
畑
で
多
く
の
児
童
が
労
働

を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
ニ
コ

チ
ン
や
農
薬
へ
の
暴
露
に
よ

っ
て
健
康
が
脅
か
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
教
育
の
機
会
も

奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
タ
バ
コ
は
環
境

問
題
と
も
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
タ
バ
コ
に
は
多
数
の
有

害
化
学
物
質
だ
け
で
な
く
分

解
さ
れ
に
く
い
フ
ィ
ル
タ
ー

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ポ
イ

捨
て
さ
れ
た
大
量
の
タ
バ
コ

は
河
川
や
海
に
流
れ
込
み
、

環
境
を
汚
染
し
生
物
を
脅
か

し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
持
続
可
能

な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
タ
バ
コ
対
策
が
不
可
欠
で

あ
り
、
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
加
盟
国

と
し
て
日
本
は
条
約
を
遵
守

し
履
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
日
本
で
は
税
収

確
保
と
タ
バ
コ
産
業
の
発
展

を
目
的
と
し
た
「
た
ば
こ
事

業
法
」
の
も
と
に
タ
バ
コ
が

販
売
さ
れ
て
お
り
、
タ
バ
コ

製
品
の
規
制
が
難
し
い
の
が

現
状
で
す
。
タ
バ
コ
会
社
に

よ
る
タ
バ
コ
規
制
政
策
へ
の

干
渉
も
存
在
し
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
相
容
れ
な

い
タ
バ
コ
と
い
う
製
品
を
販

売
し
な
が
ら
、
タ
バ
コ
会
社

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
積
極
的
に
取

り
組
み
社
会
貢
献
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
根

本
的
に
矛
盾
し
た
行
為
で
あ

り
、
Ｆ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
で
も
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。「
吸
う
人
も

吸
わ
な
い
人
も
心
地
よ
い
世

の
中
へ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
は
、
依
存
性
薬

物
で
あ
る
タ
バ
コ
の
使
用
を

多
様
性
の
観
点
で
受
容
し
尊

重
す
る
と
い
う
流
れ
を
人
々

の
中
に
作
り
出
し
、
問
題
を

矮
小
化
し
よ
う
と
す
る
意
図

を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

禁
煙
に
挑
戦
す
る
、
禁
煙

を
応
援
す
る
、
喫
煙
し
に
く

い
環
境
を
作
る
、
タ
バ
コ
の

こ
と
を
知
る
、
そ
ん
な
こ
と

か
ら
皆
さ
ん
も「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
タ
バ
コ
対
策

　
京
都
府
医
師
会
　
近
藤
有
里
子

健
康ガ

イ
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